
 

 

 

 

 

10/6(木)～10/7(金)は好天に恵まれ、小学 6 年生の

修学旅行を実施することができました。児童と担任の先

生、養護の先生、私と４人で、長崎市へ 1 泊 2 日の旅に

行ってきました。 

 6 日(木)１日目は、唐津駅から乗り継ぎ、先日開業し

た西九州新幹線で武雄温泉駅から長崎駅まで移動しま

した。武雄温泉駅で「リレーかもめ」から「新幹線かも

め」に乗り換えましたが、乗車券は一つの列車として取

り扱われて、１枚の特急券に「リレーかもめ」と「新幹

線かもめ」の指定席が印字されていました。20 数分の旅でしたが、広々としてきれいな座席

で快適に過ごせました。 

 到着後、長崎名物の路面電車で移動し、初めに「平和

公園」で昼食をとり、「長崎原爆資料館」→「ナガサキ

ピースミュージアム」→「瑠璃庵」と研修を進めました。 

 「長崎原爆資料館」では、長崎市に原爆が投下される

に至った経過、核兵器開発の歴史、戦後の核兵器のない

世界を目指す長崎市の歴史等を学びました。 

「瑠璃庵」では、指導員さんに教えてもらいながら、

オリジナルのアクセサリーの作成を行いました。自分

で選んだステンドグラスをはんだごてを使って接着し、

完成品はお土産にしました。 

７日(金)２日目は小雨が降っていましたが、９：０

０から傘をさして自主研修を始めました。「出島」→

「孔子廟」→「大浦天主堂」→「グラバー園」→「お

土産お買い物」と研修を進めました。 

 「出島」は、近年、発掘作業や復元建物の整備が進

み、17 世紀の街並みが復元されていました。それぞ

れの建物の中も当時の資料を基に復元してあり、リア

ルな当時の様子を学ぶことができました。 
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【武雄温泉駅 新幹線かもめ】 

【平和公園入口】 

【瑠璃庵 アクセサリー制作】 



長崎市の「孔子廟」は、日本では唯一の本格的中国

様式の霊廟だそうです。孔子像も日本最大級だそう

です。敷地内には孔子の弟子たちの７２人の賢人像

が置かれていますが、どの顔も同じものがないそう

です。今から 2500 年前の思想家「孔子」について学

習を深めることができました。 

「グラバー園」

は、実は、グラバ

ーさん(グラバー

商 会 ) だ け で は な

く、リンガーさん(リンガー商会)とオルトさん(オルト商

会)の住宅も含めて「グラバー園」となっているそうです。

園内を 散策し なが

ら、出島のオランダ

商館が 閉じら れた

後、貿易の開口都市

となった長崎の幕末から明治にかけての歴史や文化を

学ぶことができました。 

 １泊 2 日でしたが、盛りだくさんの内容で充実した

修学旅行となりました。様々な観光地を巡り、平和につ

いて考えたり、長崎の歴史や文化にふれたり、修学旅行

の目的を十分に果たせたと思います。 

 

 

 9/11(火)朝、ほんわかタイムがあり、担当は北島先生で

した。「手品」「なぞなぞ」「さんすう」の話でした。 

「バームクーヘンのケーキを３回切って、８個に分ける

には、どのように切りますか？」の問題では、子どもたち

が頭の中でイメージを膨らませて、思考錯誤している姿が

見られました。答えが見つかると「なるほど！！そういう

ことか！！！」大きく納得していました。 

また、「次の二つの色が付いている平行四辺形は同じで

しょうか？(図１)」という問題では、「全く同じ」という答えで、見た目ではあり得ない状況

に、「えー！どうして？」と納得できない様子でした。 

数学の楽しさ、面白さを伝えてくださるお話で、

子どもたちに余韻が残っていました。 

 

[※ 二つの色のついた部分の平行四辺形は見た目、  

同じには見えませんが、切り取って重ねてみると、   

全く同じ図形になります。この問題は、目の錯覚  

を利用しています。] 

 

 

【出島入口】 

【孔子廟 児童が見つけてくれた 

校長先生似の賢人像】 

【グラバー園 ハート石発見！】 

ほんわかタイム 北島先生 10/11(火) 

 

【 図１】 


